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Cefozopranの 臨床的検 討
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新潟大学医学部第二内科*

新 しい注射 用 セ フ ェム系抗 生物 質cefozopran (CZOP)を 菌 血症2例,肺 炎2例,急 性 気 管

支炎1例,急 性 咽頭 炎1例,感 染 を伴 った間 質性肺 炎1例,陳 旧性 肺結 核1例,気 管 支拡 張症

2例,び まん性 汎細 気管 支 炎1例 に使 用 した。本 剤 の臨床効 果 は,著 効1例,有 効9例,無 効

1例 で あ り,細 菌学 的効 果 は消 失6例,不 明5例 で あ った。本 剤 に よる と思 わ れ る副 作用 は,

下痢 を1例 で認 め た。 臨床検 査値 の検 討 で,軽 度 の肝 機能 障害 を2例 で認 め た。
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武田薬 品工 業(株)で 新 し く開 発 され た注射 用 セ フェ

ム系抗生物質cefozopran (CZOP)を11例 の感染 症 に

使用 し,検 討 した。

対象例 は,1989年9月 よ り1990年3月 まで に新潟

大学医学部 附属病 院第 二 内科 にて取 り扱 った症例 で,

男5例,女6例,年 齢 は50歳 か ら79歳 で あ った。対

象疾患 は,菌 血症2例,肺 炎2例,急 性 気管 支 炎1例,

急性咽頭 炎1例,感 染 を伴 った間質 性肺 炎1例,陳 旧

性肺結核1例,気 管支 拡張 症2例,び まん性 汎細 気 管

支炎1例 で あった。全 例基 礎疾 患 を有 し,内 訳 は肺 癌

3例,気 管支拡 張症2例,間 質 性肺 炎2例,多 発性骨

髄腫2例,糖 尿病2例,び まん性 汎細 気管 支炎,悪 性

リンパ腫,慢 性 関節 リウマチ,多 発性筋 炎,慢 性 腎 不

全各1例 で あった(Table 1)。

CZOPは,1日1.0～2.0g(腎 機 能低 下例 で は1日

1回0.59)を2回 に分 け,点 滴静 注 で使 用 した。期 間

は5～15日,総 使用量 は2.5～309で あ った。

CZOP使 用 に よる効 果 の判定 は,起 炎菌 の明 らかな

症例で は,細 菌 の消 失 の有 無 をみ た細 菌学 的効 果 と自

他覚所見お よび検 査 所見 の改善 度 をみた臨 床効 果 の2

面か ら実施 した。

CZOP使 用 に よ る成 績 の概 要 はTable 1に 示 した。

臨床効果 は,菌 血症 に無効1例,肺 炎 に著効1例 を認

め,他 の症例9例 は全 て有効 で あっ た。細 菌学 的効 果

は6例 で検 討 したが,分 離 され た有意 菌 Staphylococ-

cus aureus, Streptococcus pneumoniae, Klebsiella 

Pneumoniae, Haemophilus influenzae, Moraxella
catarrhalisは 全 て 除菌 され た。総 括 す る と,消 失6

例,不 明5例 で あ った。

本 剤 に よ る と考 え られ る副 作 用 は,1例 で Clos-

tridium difficileに よる偽膜 性 腸 炎 の ため下 痢 を認 め

たが,本 剤 中止 とVancomycin内 服 に よ り消 失 した。

本 剤使 用前 後 臨 床検 査値 の変 動 はTable 2に 示 した

が,1例 でGOT, GPTの 上昇,1例 にGPTの 止 昇 を

認 め た。 いずれ も軽度 の もの で,無 処置 で改 善 した。

以上 の ご と く,CZOPを11例 の感 染症 に使 用 し,有

効性 と安 全性 を検 討 した。 本 剤の強 い抗 菌 力 に注 目 し,

全例 難 治性 の基礎 疾 患 を有 した感染 症 を対 象 に使 用 し

たが,11例 の うち10例 で有効 以上 の成績 が 得 られ,良

好 な結 果で あ った。 さ らに,今 回分 離 され た黄 色 ブ ド

ウ球菌,肺 炎球 菌,イ ン フル エ ンザ菌,肺 炎桿 菌,モ

ラ クセ ラ.緑 膿 菌 は臨床 分離 され る頻度 の高 い重要 な

起 炎 菌 で あ る が,こ れ ら は全 て 除菌 され た。 これ は

CZOPの 黄 色 ブ ドウ球菌 を含 め た グラム陽 性球 菌,緑

膿 菌 を含 め たグ ラム陰性 桿菌 に対 す る広 い抗菌 スペ ク

トル と強 い抗 菌 力1)を如 実 に示 す もので あ る と考 え ら

れ る。 安全 性 の問題 で は,1例 で偽膜 性腸 菌,2例 で

軽 度 の肝機 能障 害 を認 め たが,治 療終 了 まで本 剤使 用

可 能 で あっ た。 以上 よ り,CZOPは 重症感 染症 の治療

薬 として有 用 で ある と考 え られ る。
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Clinical study of cefozopran 
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We evaluated the clinical efficacy and safety of cefozopran, a new cephem antibiotics. Cefozopran was 
administered to 2 with bacteremia, 9 with respiratory tract infection. The patients received the drug, 
intravenously, for 5 to 15 days in dose of 0.5-2.0 g/day. Clinical effects were excellent in 1, good in 9, poor 
in 1. As side effects, Clostridium difficile - induced colitis occurred in one patient. Abnormal laboratory 
findings were transient elevation of transaminases in two cases.


